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        模型粒子による振握とパッキングの実験について




















                   戸／π
が“丸さ”roundnessの測度になり得るではないかと考えた．幾何図形の場合これがどういう値
になるかというと
   長方形の場合，辺の長さの比λ≦1
とし，
   楕円の場合，軸比κ≦1
とすると，
   κの値       1．0   0．8   0．5    0．2
   長方形のとき   ．9945  ．9908  ．9599  ．834！
   楕円のとき    1，000   ．9969  ．9708  ．8587
であるから鋭敏ではない．
 射影面積と平均直径の回帰は
               1ogノ⊃＝O．518109∫十0，104
であり1og Dと1og Sの相関は，0，953である．すべての粒子が円板たら∫とDの関係は
               1ogD二〇．5109S＋℃．121
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